
具体的取組のまとめ 
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気候変動 〜気候変動に対応するまち〜 
課題と方向性 具体的取組 

■温室効果ガスの削減に向けた気
候変動の緩和策は引き続き推進
する必要がある。 

 
 
 

 

 
 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
⾏政の率先⾏動の推進 

 事業２ 
市⺠・事業者への活動促進 

 事業３ 
市営バス・⾃転⾞利⽤の推進 

 
 
 
■すでに生じつつある気候変動に

よる被害を防止・軽減するため、
気候変動の適応策が必要である。 

 
 
 

 

 

 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
異常気象による浸水対策及びヒ
ートアイランド対策 

 事業２ 
熱中症・感染予防対策に関する
普及啓発 

 事業３ 
災害時におけるエネルギー確保
の検討 

 
 

 
施策の方向性① 気候変動の緩和策 

 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■「伊丹市地球温暖化対策推進実⾏計
画」を推進します。 

■公共施設における省エネルギー型機
器への改修と導入を進めます。 

■公⽤⾞（市バス含む）の低公害⾞・低
燃料⾞への転換の普及・啓発を推進し
ます。 

■公共施設における再生可能エネルギ
ー導入を推進します。 

■公共施設のエネルギーの⾒える化及
び管理⼿法を検討します。 

■COOL CHOICE を意識した生活に努
めます。 

■電気・ガス・灯油等のエネルギーの節 
約を心がけます。 

■家電製品を購入する際は省エネルギ
ー型製品の選択に努めます。 

■太陽光発電システム等の再生可能エ
ネルギーの導入を検討します。（追加） 

■⾞の運転の際はエコドライブを心が
けます。 

■⾞の購入の際はエコカーを選択する
ように努めます。 

■宅配ボックスの利⽤等、宅配便の再配
達防止に努めます。 

■CO2 排出係数の⼩さい電⼒会社との
契約を検討します。 

■バスや電⾞等の公共交通機関や⾃転
⾞を利⽤し、マイカーの利⽤を控える
ように努めます。 

 

■COOL CHOICE を意識した事業活動
に取り組みます。 

■電気・ガス・灯油等のエネルギーの節
約を心がけます。 

■省エネルギー型設備の導入に努めま
す。 

■太陽光発電システム、コージェネレー
ションシステム等の再生可能エネル
ギーの導入を推進します。 

■⾞の運転の際はエコドライブを心が
けます。 

■低公害⾞・低燃料⾞の購入・使⽤に努
めます。 

■物流の効率化を図り、⾞両の⾛⾏量を
抑制できるように努めます。 

■CO2 排出係数の⼩さい電⼒会社との
契約を検討します。 

■通勤や移動にはバスや電⾞等の公共
交通機関や⾃転⾞を利⽤し、⾞の利⽤
を控えるように努めます。 

■業務の効率化や移動に伴う CO2 排出
削減のため、在宅勤務・リモート会議
の導入を検討します。（追加） 

事
業
２

 

■COOL CHOICE 啓発等により、公共
交通機関の利⽤・省エネルギー対策等
を推進します。 

■家庭向け電⼒について、環境に配慮し
た電⼒調達⽅法の情報提供を⾏いま
す。 

事
業
３

 

■「モビリティ・マネジメント」の活動
をはじめ、安全性、快適性、衛生面等、
利⽤環境の整備や利便性の向上に取
り組むことにより、市バスの利⽤促進
を図ります。 

■「グリーン経営」の推進により環境へ
の負荷の低減を図りつつ効率的な事
業運営に努めます。 

■⾃転⾞の安全利⽤を促進します。 
 

施策の方向性② 気候変動の適応策 
 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■浸水被害軽減対策を推進します。 
■公共施設等への⾬水貯留施設の整備

を推進します。 
■⾬水貯留タンクの助成を⾏い、⾬水の

有効利⽤の啓発に努めます。 
■⾬水浸透桝の設置を推進します。 
■透水性舗装の整備を推進します。 
■グリーンカーテンの啓発・普及を推進

します。 

■ハザードマップを確認し、浸水時等に
おける避難場所を確認します。 

■地域で開催される避難訓練に積極的
に参加します。 

■側溝清掃等地域の清掃活動に積極的
に参加します。 

■⾬水貯留タンクの設置等⾬水利⽤に
努めます。 

■グリーンカーテンの設置を進めます。
（追加） 

■クールシェアを⾏います。（追加） 
■災害時に備え、太陽光発電システム等
の再生可能エネルギーの導入を検討し
ます。（追加） 

■浸水時等を想定した事業継続計画
（BCP）の策定を進めます。 

■地域で開催される避難訓練に積極的
に参加します。 

■災害時における避難場所の提供を検
討します。 

■⾬水貯留槽の設置、透水性舗装、⾬水
浸透桝、浸透トレンチ等の⾬水流出抑
制施設の整備を進めます。 

■事業所へのグリーンカーテンの設置
や緑化を進めます。（追加） 

■ 熱 中 症 予防 運 動 指数 ・ 暑さ 指 数
（WBGT）の掲示や職員への声掛けに
より、熱中症予防の周知・啓発を図り
ます。 

■クールシェアの実施とクールシェア
スポットの提供に努めます。（追加） 

■災害時に備え、非常⽤発電等の設置を
検討します。（追加） 

 

事
業
２

 

■熱中症予防に向けた啓発を⾏います。 
■公共施設利⽤によるクールスポット

の活⽤を進め、クールシェアについて
の情報提供を⾏います。 

■デング熱やジカ熱等の動物由来感染
症リスクについての情報提供を⾏い、
感染予防に関する周知・啓発に努めま
す。 

事
業
３

 

■防災拠点や災害時に機能を保持すべ
き公共施設等について、エネルギー確
保の⽅法を検討します。 

                    

  

施策の方向性① 
気候変動の緩和策 

施策の方向性② 
気候変動の適応策 



具体的取組のまとめ 
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循環型社会 〜資源が循環する環境に配慮したまち〜 
課題と方向性 具体的取組 

 

■更なるごみ減量化に向けて、発生
抑制・再使⽤が必要である。 

■再利⽤可能な資源をできる限り
有効利⽤するため、適正分別の徹
底が必要である。 

 
 
 

 

 
 
 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
ごみの発生抑制・再使⽤の推進 

 事業２ 
適正分別・リサイクルの推進 

 事業３ 
事業者への 3R 推進 

 事業４ 
プラスチックごみの発生抑制 

 事業５ 
適正処理の推進 

 
 
■全国的に問題となっている食品

ロスの削減については、引き続き
推進する必要がある。 

 
 
 

 

 

 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
食品ロス削減の推進 

 

 
施策の方向性① 廃棄物の発生抑制・再使⽤等の推進 

 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■ごみの減量化に向けて普及啓発を⾏
います。 

■不⽤品等の再使⽤を推進します。 

■生ごみの水切りを徹底します。 
■繰り返し使⽤できるリターナブル容 

器入りの商品購入に努めます。 
■不⽤品は、フリーマーケット等を活⽤ 

して再使⽤できるように努めます。
（追加） 
■ごみの分別を徹底し、ごみ出しルール

を守ります。 
■⼩型家電等に含まれるレアメタルの

回収に協⼒します。（追加） 
■資源物の集団回収等のリサイクル活

動に参加・協⼒します。 
■再生品やリサイクル可能な商品の購

入に努めます。 
■ごみの減量化や資源化に取り組んで 

いる店舗（エコショップ）を利⽤しま 
す。 

■マイバッグやマイボトルを持参しま
す。（追加） 

■過剰包装製品の購入を⾃粛します。 
 

■廃棄物の発生抑制、減量化のための従
業員教育を徹底します。 

■ばら売り等ごみの発生抑制と堆肥・飼
料等への資源化に努めます。 

■製品を製造する際は、材料削減やリサ 
 イクルの容易性を考慮した設計を⾏ 
 います。 
■事業所等から発生するごみの分別を

徹底し、資源化に努めます。 
■⻑寿命製品やリサイクルが容易な製

品の製造・販売及び製品の修理・アフ
ターサービスの充実を進めます。 

■エコショップに登録します。 
■マイバッグ運動や簡易包装に積極的

に参加します。 
■使⽤済み製品の回収体制を整備し、部

品の再利⽤に努めます。 
 

事
業
２

 

■分別⽅法等、わかりやすく使いやすい
情報を提供します。 

■都市鉱山の活⽤として、⼩型家電等に
含まれるレアメタルの回収について
市⺠へ啓発します。 

■バイオマスの利⽤⽅法について啓発
します。 

■市内の⾃治会等団体での、再生資源集
団回収の普及・啓発を⾏います。 

事
業
３

 

■事業系ごみの発生抑制・再使⽤・リサ
イクルを推進します。 

■事業系ごみの適正処理の指導・啓発を
実施します。 

■再生製品の使⽤と販売の促進を⾏い
ます。 

事
業
４

 

■マイバッグやマイボトルの普及啓発
を推進します。 

■簡易包装を推進します。 

事
業
５

 

■家電、在宅医療廃棄物の適正な処理の
啓発を⾏います。 

■一般廃棄物収集運搬許可業者への違
反搬入品目の周知徹底と搬入指導を
⾏います。 

■最終処分場の延命及び安定的確保を
図ります。 

 
 
 

施策の方向性② 食品ロスの削減 
 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■市⺠・事業者へ向けた、食品ロス削減
の取組を啓発します。 

■食品ロス削減に関する教育を⾏いま
す。 

■フードドライブ（未利⽤食品の回収）
を実施します。 

■ばら売りや量り売りを活⽤し、食材を
必要な分だけ計画的に購入します。
（追加） 

■食材を無駄なく利⽤するエコクッキ
ングを実践します。 

■備蓄食品の消費期限を定期的に確認
し、期限内に消費します。 

■30・10 運動を実践し、食べ残しを削
減します。 

■フードドライブを利⽤・実施します。 

■職員食堂では教育等を通じて食べき
りを⾏います。 

■ばら売りや量り売りを⾏います。 
■備蓄食品の消費期限を定期的に確認

し、期限内に消費します。 
■30・10 運動を推進し、食べ残しを削

減します。 
■フードバンクの活⽤により、食品ロス

の削減に努めます。 

                    

 

 

  

施策の方向性① 
廃棄物の発生抑制・
再使⽤等の推進 

施策の方向性② 
食品ロスの削減 



具体的取組のまとめ 
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⾃然共生・生物多様性 〜⾃然環境と共生し生物多様性が保全されるまち〜 
課題と方向性 具体的取組 

 
■⺠地における開発事業が進んで

いる中、市域が狭小な本市では新
たな公園整備は難しい状況。 

■今後も残されたみどりの保全し
つつ、伊丹らしいみどり環境の確
保を進めていく必要がある。 

 
 
 

 

 

 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
魅⼒ある公園緑地づくり 

 事業２ 
身近なみどりの充実 

 
 
 
■在来生物の種類数を減少させな

いため、生息環境の保全をはじ
め、生物多様性を未来につないで
いく必要がある。 

 
 
 

 

 
 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
生物多様性に関する正しい知識
の普及 

 事業２ 
生物多様性の保全及び再生 

 事業３ 
野生生物の保全管理及び侵略的 
生物への対策 

 
 

 
施策の方向性① みどりの充実 

 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■子どもから⾼齢者まで幅広い年齢層
が子育てや健康づくりに活⽤できる
公園緑地として保全します。 

■大規模な公園緑地は、機能を充実し貴
重な地域資源として全国に発信して
いきます。 

■公園施設の⻑寿命化と再整備を進め、
地域住⺠の参画と協働により、愛着を
持って公園を育てる取組を推進しま
す。 

■⾃然とのふれあいの場として、公園を
積極的に利⽤します。 

■公園や公共施設等のみどりを大切に
し、植栽、花壇等の維持管理に協⼒し
ます。 

■市⺠、市⺠活動団体として、清掃活動、 
みどりの保全や緑化活動に積極的に 
参加します。 

 

■社内のレクリエーションやコミュニ
ケーションの場として、公園を積極的
に利⽤します。 

■工場や事業所の緑化に努めるととも
に、適正に維持管理します。 

■みどりの保全・創出活動への助成を支
援し、みどりの保全や緑化活動に積極
的に参加します。 

 
 

事
業
２

 

■公共施設等のみどりの充実を図り、地
域との協働により快適性を⾼めます。 

■地域産の苗木等在来植物による緑化
を推進します。 

                    

 

 

 
施策の方向性② 生物多様性の保全 

 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■さまざまな機会を通じて、身近な動植
物や生物多様性に関する正しい知識
を普及します。 

■生物多様性支援拠点である昆虫館に
おいて、生物多様性に関するわかりや
すい展示普及活動を推進します。 

■生物多様性に関する正しい理解を深
めます。（追加） 

■身近な⾃然環境や生き物の生息・生育
環境を地域資源として大切にします。 

■⾃然調査や保全・再生活動等に積極的
に参加します。 

■外来生物による生態系への影響を理
解し、飼っている外来生物は野外に放
しません。 

 

■職員教育のなかで生物多様性に関す
る正しい理解を深めます。 

■生物多様性の保全と再生に取り組む
市⺠団体等の支援等、社会貢献活動を
通じ、地域の生物多様性の保全と再生
に貢献します。 

 

事
業
２

 

■昆陽池公園等の生態系ネットワーク
の拠点となる公園緑地において、生物
多様性の保全・再生の取組を充実しま
す。 

■緑地保全地区・保存樹木・天然記念物
指定等により、樹林地・樹木等の保全
に努めます。 

■市⺠協働により、猪名の笹原やオニバ
ス等、地域を特徴づける⾃然環境の再
生に努めます。 

事
業
３

 

■市⺠協働による⾃然調査を継続し、情
報を共有するとともに貴重な生物や
侵略的生物のリスト等を定期的に改
訂します。 

■侵略的生物への有効な防除対策を実
施します。 

■市⺠協働により、貴重な生物の保護管
理を実施します。 

           

  

施策の方向性① 
みどりの充実 

施策の方向性② 
生物多様性の保全 



具体的取組のまとめ 
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都市環境 〜良質な都市空間の整備と生活環境が保全されるまち〜 
課題と方向性 具体的取組 

 

■市⺠が快適で健康に生活できる
よう、引き続き環境監視を続けて
いく必要がある。 

 
 
 

 

方向性（⾏政として取り組む施策） 
 事業１ 

監視・指導・啓発等の継続実施 
 
 
■良好な都市環境の形成に向け、地

域の特性を生かしたまちづくり
を進める必要がある。 

 
 
 

 

 

方向性（⾏政として取り組む施策） 
 事業１ 

環境美化活動の推進 
 事業２ 

環境に配慮した都市の形成 
 事業３ 

都市農業の推進 
 事業４ 

良好な景観誘導 
 
 
■⾃動⾞・⾃転⾞・歩⾏者が安全に

通⾏できる道路空間の整備が必
要である。 

■安全性・快適性の確保のため、違
法駐⾞・放置⾃転⾞への対策が必
要である。 

 
 
 

 

 

方向性（⾏政として取り組む施策） 
 事業１ 

都市計画道路・⾃転⾞レーン等
の整備 

 事業２ 
違法駐⾞・駐輪対策の推進 

 

施策の方向性① 生活環境の保全 
 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■環境調査を実施するとともに、調査結果、公
害情報等の環境情報を提供します。（大気・水
質・騒音等の測定の実施） 

■騒音、振動、悪臭対策を関係機関と連携して
推進します。 

■公害苦情相談への適切な対応に努めます。 
■騒音等の発生源に対して、改善に向けての要

望を⾏います。 
■環境に著しい影響を及ぼすおそれのある事業

に対して、環境影響評価制度を適切に運⽤し
ます。 

■⾃動⾞の点検整備等やエコドライブを励
⾏します。 

■環境にやさしい⽯けんの利⽤や廃食⽤油
の⾏政回収等を利⽤します。 

■悪臭を発生するようなごみを放置しない
ように努めます。 

■楽器や音響機器等の使⽤の際には、近隣
への生活騒音に配慮します。 

 

■公害防止関係の法令・条例等を守るとと
もに、周辺環境に配慮した事業活動を⾏
います。 

■事業者間の業種や規模に合わせた環境マ
ネジメントシステムの構築に努めます。 

■⾃動⾞の点検整備等やエコドライブを励
⾏します。 

■低公害⾞・低燃費⾞の購入・使⽤に努め
ます。 

■物流の効率化を図り、道路交通量の削減
に寄与します。 

■地域住⺠とのコミュニケーションを⾏う
等、情報提供に努めます。（追加） 

施策の方向性② 良質な都市空間と住環境の形成 
 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■市⺠・事業者等が実施する地域清掃等の清掃
活動に対して、必要な支援や調整を⾏い、環
境美化活動を推進します。 

■環境美化区域に指定されている中心市街地の
美化推進を図ります。 

■市⺠・事業者等と連携して、ぽい捨て追放啓
発事業を実施します。 

■たばこのぽい捨てを抑制するため、条例によ
りたばこぽい捨て防止重点区域にかかる指
導・啓発を⾏います。 

■不法投棄の防止及び啓発活動を推進します。 

■地域の清掃活動に参加します。 
■ごみステーションを利⽤者で清掃し、集

積所の美化に努めます。 
■ごみのぽい捨てはしません。 
■ごみの不法投棄防止のための情報提供に

協⼒します。 
■空き家・空き地の適正な管理をします。 
■都市における農地の役割を理解し、地域

農産物を進んで購入することで、都市農
業の活性化に寄与します。 

■周辺環境に配慮しつつ、市⺠農園、観光
農園等を積極的に利⽤します。 

■⾃宅周辺の⾃然や景観等に配慮した建築
や緑化に努めます。 

■個性と魅⼒あるまち並みを市⺠の共有財
産として、その保護と活⽤に協⼒します。 

■地域の清掃活動に参加します。（追加） 
■ごみの不法投棄防止のための情報提供に

協⼒します。 
■空き家・空き地の適正な管理をします。 
■周辺環境に配慮した農業に取り組みま

す。 
■地域農産物を積極的に活⽤します。 
■事業所周辺の⾃然や景観等に配慮した建

築や緑化に努めます。 
■屋外広告物の設置は、周辺景観と調和す

るよう努めます。 

事
業
２

 

■緑豊かな風致環境を守るため風致地区の保全
を図ります。 

■地域の特性に⾒合った⽤途地域等の指定を⾏
い、適切な⼟地利⽤を誘導します。 

■生産緑地制度の活⽤等により、農地の保全を
図ります。 

事
業
３

 

■都市環境の保全につながる都市農業を推進し
ます。 

■市⺠農園、体験農園、観光農園、学童農園等、
市⺠が農業に親しむ機会を提供し、都市農業
への理解を深めます。 

■地域農産物の魅⼒を発信し、地産地消を推進
します。 

事
業
４

 

■周辺景観に影響を及ぼす大規模な建築物等の
デザイン審査を実施します。 

■市⺠、事業者に景観啓発を⾏うとともに、景
観まちづくり団体の活動を支援します。 

■屋外広告物の適正掲出、落下事故等防止を図
ります。 

施策の方向性③ 安全で快適な道路空間の整備 
 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■都市計画道路の整備を促進します。 
■低騒音舗装（排水性舗装）の整備により騒音

の低減に努めます。 
■⾃転⾞の安全・快適な利⽤を促進するため、

⾃転⾞の通⾏空間の整備を推進します。 
■道路環境の充実を図ります。 

■⾃動⾞・⾃転⾞・歩⾏者の安全・快適な
利⽤を図ります。（追加） 

■違法駐⾞・違法駐輪の防止に努めます。 
 

■従業員の⾃動⾞・⾃転⾞の安全・快適な
利⽤を図ります。（追加） 

■駐⾞場・駐輪場の利⽤を誘導します。 

事
業
２

 

■違法駐⾞対策については、駐⾞場への利⽤誘
導を⾏います。 

■放置⾃転⾞対策として、効果的な駐輪指導や
撤去に努めます。 

       

施策の方向性① 
生活環境の保全 

施策の方向性② 
良質な都市空間と 
住環境の形成 

施策の方向性③ 
安全で快適な道路 
空間の整備 



具体的取組のまとめ 
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人づくり 〜環境意識と協働の輪が広がるまち〜 
課題と方向性 具体的取組 

 

■学ぶ機会の提供に加え、学んだ内
容を地域に還元する取組が求め
られる。 

■多様な主体が連携協⼒する体制
づくりが求められる。 

■持続可能な社会の実現が求めら
れており、環境とビジネスの共生
が課題となる。 

 
 
 

 

 
 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
パートナーシップの推進及び 
活動の場・機会の創出 

 事業２ 
環境と経済の共生 

 
■子ども世代からの環境教育を進

めるため、教育内容の充実を図る
必要がある。 

■SDGS の考え方を取り入れた取組
が必要である。 

■地域資源（ひと、もの、こと）の
さらなる発⾒により、環境学習の
充実を図る必要がある。 

■環境に関する情報提供手段が多
様化している。 

 
 
 

 

 

 
方向性（⾏政として取り組む施策） 

 事業１ 
環境教育・環境学習の充実 

 事業２ 
環境情報の収集・提供 

         

 
施策の方向性① 多様な主体が連携協⼒する体制の推進 

 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■環境活動を推進する人材の育成と活
⽤を図ります。 

■NPO、ボランティア、市⺠団体等と市
⺠・事業者のネットワーク化を図りま
す。 

■協働による伊丹らしいみどりづくり
等の環境活動を支援・推進します。 

■こども文化科学館等の環境学習施設
の PR を⾏い、環境意識の向上に役⽴
つ展示等を⾏います。 

■環境マネジメントシステムの運⽤を
推進します。 

■環境活動を推進する人材を育成しま
す。 

■地域の環境活動に参加します。 
■環境に配慮した事業活動を⾏ってい

る事業者への理解・関心を深めます。 
 

■環境活動を推進する人材を育成しま
す。 

■地域の環境活動に参加します。 
■環境教育・環境学習の場や機会・人

材・ノウハウ等を市⺠等に提供しま
す。 

事
業
２

 

■公共施設について、環境ビジネスの誘
致・活動場所の提供を検討します。 

■市⺠・事業者に環境に資するビジネス
を周知します。 

 
 
 

施策の方向性② 環境教育・環境学習の推進 
 ⾏政の取組 市⺠に期待する取組 事業者に期待する取組 

事
業
１

 

■環境に関わる関係施設の⾒学を通し
て、地域に根ざした環境教育を推進し
ます。 

■体験活動を通して、学習と実践を一体
化させた環境教育を推進します。 

■学校・家庭・地域が連携した環境教育
に取り組みます。 

■保育所及び通園施設における環境教
育を推進します。 

■水に係る参加型の体験学習を取り入
れる等環境教育の推進を図ります。 

■消費者教育の一環として、環境をテー
マとした講座等の啓発事業に取り組
みます。 

■環境ポスター・標語を募集し、環境教
育の充実と啓発を⾏います。 

■環境教育に関するイベント等に参加
します。 

■環境学習教材を積極的に活⽤します。 
■環境教育・環境学習を通して学んだこ
とを実践します。 

 

■研修会等により、従業員の環境意識を
⾼めます。 

■環境教育に関するイベント等に参加
します。 

■⾃らの環境保全活動状況等の環境情
報の公表に努めます。 

事
業
２

 

■「環境基本計画年次報告書」の作成・
公表を⾏います。 

■広報・ホームページを通じ、環境情報
を提供します。 

                    

 

施策の方向性① 
多様な主体が連携 
協⼒する体制の推進 

施策の方向性② 
環境教育・環境学習
の推進 


